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亡父宇田国栄が、戦後設立し終身理事長であった政策研究・提案の組織体で、戦後第一回の

総選挙に当選した宇田国栄の戦後の政治活動の源である。特に(1)1953年 12月 14日戦前戦

後 124名のリーダーの賛同を得て主催した保守合同推進大会により成立した「55年体制」、

(2)1960年安保改正への議員総裁補佐役としての貢献、(3)1984年日本の総理への提言により

実現し 1986 年レーガン・ゴルバチョフ会談で成立したＩＮＦ条約（米ソ中距離核爆弾廃止

条約）の結果の冷戦の終結は、戦後の日本や世界の政治に活路を導いた。 

その成果を端的に顕すものとして、他界の時の葬儀委員長であった福田赳夫元総理の弔辞、

米ソ和解へ米国を同意させた中曽根元総理の鹿児島の生んだ大政治家ではじまる弔辞を以下

に示す。 












